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質の向上ワーキンググループでの
検討状況について
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質の向上ワーキンググループ開催状況

開催日 議 題

●質の向上ＷＧは、以下の日程・議題で３回開催した。第２回目については、直前（９月
１０日）の台風災害対応業務により時間を短縮して行った。

第１回
９月７日（月）
15:00～16:30

● 質の向上ＷＧ進め方等について
● 課題等に関する意見交換
● 避難所のトイレの改善に向けた論点について
● 加藤委員「衛生改善とトイレ」
● トイレのモデルケース作成等の方向性について

第２回
９月１８日（金）

● 関係者ヒアリング：兵庫県災害対策局災害対策課長北本淳氏
「避難所等におけるトイレ対策の手引きについて」９月１８日（金）

13:30～14:30
「避難所等におけるトイレ対策の手引きについて」

● トイレのモデルケース（案）について

第３回
１１月１７日（火）
13:00～15:00

● 質の向上ＷＧの今後の進め方とアウトプットイメージについて
● 避難所ガイドライン（案）のまとめ方について
● 橋本委員プレゼンテーション
● 母子救護所開設訓練視察報告
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緊急
生命の確保

応急
生命の継続

復旧
フローの復旧

復興
ストックの再建

避難行動支援対象
避難生活
の開始

仮住まい生活
への移行期の
避難生活

生活再建期の
避難生活

生活場所としての避難所避難場所としての
避難所2015.9.7

田村委員提出資料

質の向上フレーム

目標
命の危険が
及ばない

最低限の生活
を確保する

心身の健康を
維持する

地域社会への
帰還を促進す

る

避難生活

衣

食

毛布の確保

生命を
維持できる

おむつや生理用品
等、不可欠品の確保

特別食の確保
定期的な食事

衣服の確保

空腹を感じない
暖かい食事を
定期的に

目指すべき支援の目標
自身で

衣服を確保できる

住

医（医療・保健・
福祉）

職（社会生活）

趣（生活のハリ）

ー

ー

ー

ー

定期的な食事

雨風がしのげる

DMAT

ー

ー

救護所
保健指導

認知症等の対応

学校の再開
職の確保活動

安心して過ごせる

学校・仕事が
継続的に戻る

医師の巡回
健康指導

介護サービスへの移行

見守り・聞き取り
アクティビティの実施

衛生的に
過ごせる
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避難所におけるフェーズごとに重要となる事項

• 「避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針（平成25年8月）」作成時の
検討会で指摘された、避難所におけるフェーズごとに重要となる事項は以下のとおり。

【フェーズの定義】

生命確保期：

発災直後に避難・救
助により助かった命の
確保が最優先事項と
なる時期

生活確保期：

次第に生活が安定し
始め、被災者自身に
よる自治的な運営が
行われる時期

（出所）内閣府「避難所における良好な生活環境の確保に関する検討会 報告書」 平成25年3月 3



項 目

• 要配慮者、外国人等被災者はさまざま
• 避難所に行かないことを目標とすること

項 目 内 容内 容

• 第1回WGの主な指摘・意見の内容は以下のとおり。

第１回WGの主な指摘・意見

（１）フェーズに応じ
た避難所の対応等

• 時間の経過に応じた項目ごとの整理が
必要

• 時間の経過により最低限の生活目標も
変化していく

（３）情報提供
• 要配慮者、外国人等被災者はさまざま
であるため情報発信の方法も複数検討
するべき

• 在宅避難者への対応を充実させること
により、避難所への避難者が減る

（４）トイレの確保と、
衛生管理

• 汚物の処理やトイレの設置管理を含む
公衆衛生の重要性の周知

• 公衆衛生と健康管理の具体的な事例
等を示していくべき

• 行政だけでなく、防災教育プログラムな
どによる住民のスキル向上

•
も周知する必要あり

• 避難所の解消時期を（目標として）見据

（２）避難所における
福祉避難スペース等

• 一般の避難所内に福祉避難スペースや
役割が必要

• 医療、福祉の制度から漏れる人への対
応や、避難所内での託児所も重要

（５）住民教育等

どによる住民のスキル向上

• 人材活用の官民挙げた仕組みが必要
ではないか

（６）生活再建情報の
提供

• 仮設住宅やその後の生活再建のため
の情報を整理して提供することが、早期
復旧につながる。

• 避難所の解消時期を（目標として）見据
えた避難所の運営

• 住民が最低限の福祉や公衆衛生の技
術を持つよう人材育成を検討するべき
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項 目

• 災害時のトイレと手洗い用の水はセット • 汚物の処理やトイレの設置管理を含む

項 目 内 容内 容

• 第２回WGでは、トイレのモデルケース（案）について、１時間という限られた時間で審議し
た。主な指摘・意見の内容は以下のとおり。

第２回WGの主な指摘・意見

（１）トイレの確保、管
理

• 災害時のトイレと手洗い用の水はセット
で確保

• 行政内で災害用トイレの設置・管理につ
いて指揮をとる部署を決める必要

• トイレの必要数について、障害者用（多
目的）トイレは通常のトイレと分けて、別
途検討 • 掃除の手順書などがあったほうが良い

のではないか

（２）衛生管理

• 汚物の処理やトイレの設置管理を含む
公衆衛生の重要性の周知

• 「衛生面に配慮したトイレの清掃」は健
康面に大きな影響を及ぼすという具体
例を記載

• トイレの清潔保持には、一部の被災者
やスタッフに負担がかからないよう、役
割分担を決めることが重要

• スフィアプロジェクトなどの国際的な基準
を参考にトイレの必要数を検討

• トイレの防犯対策が重要

• 排泄に関する問題を抱えていそうな人
の行動などを注意喚起できるような、具
体的事例の提供

（３）マニュアル等の
作成

• チェックシートや使用ルールは、高齢
者や外国人にもわかりやすく

• マニュアルでは、被災者本人、ボラン
ティア等役割分担を明確化することが
重要

• 大雨警報時などに避難するケースも多
いため、体育館等の既存トイレの洋式化
は重要

• モデルケースにイラストを入れてビジュ
アル化することが必要
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項 目 項 目 内 容内 容

• 第３回WGでは、避難所ガイドライン（案）について、別紙、地方都市等における地震対応
の基本的な流れ（全体像）を参考に避難所運営の項目をフェーズごとに整理して、チェック
リストを作成することとなった。

第３回WGの主な指摘・意見

（１）災害対策本部内
の避難所の支援体

（３）ガイドラインのま
とめ方に関して

• 最低限の生活環境の項目の整理が必
要

• 複数市町村又は県や国との連携体制な
どの仕組みが必要

• 複数の部にまたがる情報を共有し、支
援策を講ずるためのプロジェクトチーム
等の設置が必要

• 具体的な一つひとつの項目とは別に、
全体としてこれまでの行政の取組姿勢を
変えていかなければならないということ
を見せていくことが重要

• ＮＰＯ、民間セクターと行政の情報共有
会議の実施についての記載が必要

• ガイドラインはわかりやすく簡潔である
べき

の避難所の支援体
制づくり

• 避難所の規模や指定避難所以外の避
難所等についても考慮するべき

• 子ども、女性に関する記載は国際的に
は当たり前。ガイドラインにも盛り込むで
きである

• 一般の避難所から福祉避難所に要配慮
者等を引き渡すことに関する記載が必
要である。（福祉避難所ガイドラインとの
連携必要）• 仮設住宅やその後の生活再建のため

の情報を整理して提供することが、早期
復旧につながる

• 被災自治体職員だけでは対応できない
場合の受援力
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第1回WGの指摘・意見

• 複数の部にまたがる情報を共有し、支援策を講ずるためのプロジェ
クトチーム等の設置が必要

• 避難所に派遣する職員の確保と役割の明確化
• ＮＰＯ、民間セクターと行政の情報共有会議の実施についての記載
が必要

避難所の支援体制

（１）フェーズに応じた避難所の対応
（２）避難所における福祉避難スペース等
（３）情報提供
（４）トイレの確保と、衛生管理
（５）住民教育等
（６）生活再建情報の提供

ガイドライン等に反映すべき主な項目

第２回WGの指摘・意見

第３回WGの指摘・意見

• 複数市町村又は県や国との連携体制などの仕組みが必要
• 被災自治体職員だけでは対応できない場合の受援力
• 指定避難所以外の避難所等についての支援方法についても事前に
話し合っておくことが望ましい

• ボランティアとの協働活動

（６）生活再建情報の提供

（１）トイレの確保、管理

（２）衛生管理

（３）マニュアル等の作成

• 感染症対策、各種健診等の情報提供

• 心と体のケア

保健医療体制の確保

配慮が必要な方への対応

（１）避難所運営の体制づくり

（２）災害の規模・種類に応じた検討

（３）ガイドラインのまとめ方に関して

• 心と体のケア

• 一般の避難所内に福祉避難スペースや役割が必要（妊婦、託児等含む）

• 一般の避難所から福祉避難所に要配慮者等を引き渡すことに関する記載
が必要である。（福祉避難所ガイドラインとの連携必要）

• 住民が最低限の福祉や公衆衛生の技術を持つよう、人材育成も検討する
べき

• 避難所内に相談窓口等の設置

• 外国人への情報提供
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第1回WGの指摘・意見

（１）フェーズに応じた避難所の対応
（２）避難所における福祉避難スペース等
（３）情報提供
（４）トイレの確保と、衛生管理
（５）住民教育等
（６）生活再建情報の提供

ガイドライン等に反映すべき主な項目
情報の管理、共有、提供

生活再建支援情報、避難所の解消

• 要配慮者、外国人等被災者はさまざまであるため情報発信の方法も複数
検討するべき

• 避難所の受付、避難者名簿、避難所ルールなど情報の管理

• 仮設住宅やその後の生活再建のための情報を整理して提供することが、

第２回WGの指摘・意見

第３回WGの指摘・意見

トイレの確保・管理・衛生管理（トイレのモデルケース）

• 衣食住の環境整備のうち、給水・トイレ・衛生環境の確保は国際的に
もスフィアプロジェクトなどで最低限の人権として確保すべきとされて
いる

（６）生活再建情報の提供

（１）トイレの確保、管理

（２）衛生管理

（３）マニュアル等の作成

• 仮設住宅やその後の生活再建のための情報を整理して提供することが、
早期復旧につながる

• 指定避難所以外の避難所等への情報提供

• 避難所の解消時期を（目標として）見据えた避難所の運営

いる

• 行政内で災害用トイレの設置・管理について指揮をとる部署を決める
必要がある

• トイレの必要数について、障害者用（多目的）トイレは通常のトイレと
分けて、別途検討すること

• トイレの防犯対策

• 多数の避難者が集団で生活する避難所において、「高齢者」、「障害
者」、「女性」の方々を含め、だれもが不自由なく使用できるトイレを迅
速・適切に確保すべきである

（１）避難所運営の体制づくり

（２）災害の規模・種類に応じた検討

（３）ガイドラインのまとめ方に関して
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WGの意見を基に
項目修正

（参考）
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チェックリスト（案）イメージ図
ガイドライン一覧表の項目ごと、フェーズ（準備段階（災害発生前）、初動対応、応急段階、
復旧復興段階）ごとに、活動内容を記載したもの。

①活動内容を実行するために、★主担当、◎担当、○支援担当を全て記載します。これに
より、各担当が「活動内容をわがこと」として捉え、備えにつなげます。

②【準備段階（災害発生前）】 ①

項

目 
対策項目 枝番 活動内容 

★主担当

◎担当 

○支援 

☑ 

指示 

☑ 

確認 
協働先 

1 
避難所の指

定、利用 
1-1 

被害想定に応じた避難所の指定。地

震、津波、大雨による災害、火山等。 
  

 

 
 

 

1-2 
施設管理者や地域住民に対し、避難

所の指定について周知。 

 
 

 

 
 

 

1-3 
災害対策本部内に避難所とのやり取

りを専門とする班等を配置。 

 
 

 

 
 

 

【準備段階（災害発生前）】

  

1-4 

避難所に派遣する職員の確保。（他の

行政機関からの応援職員の配置を含

む） 

 

 
 

 
 

 

1-5  
 

 
 

 
 

 

 
②☑指示や☑確認欄は活動内容の進捗を管理するために使用します。

なお、このチェックシートは自治体の規模や組織により異なるため、必要に応じて修正して
使用します。 10
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